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「生涯学習フェスティバル‘０７」が１月27日、28日の2日間、農村環境
改善センターで開かれました。各種教室・クラブの作品や活動風景の写真
展示、体験教室、学習発表会やアトラクションに子どもからお年寄りまで
多くの町民で賑わいました。（写真は、改善センターのエントランスホール
に展示されたガーデニング教室の作品：６ページに関連記事掲載）
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地
区
別
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で

は
、
各
会
場
で
、
働
く
環
境
づ
く

り
や
人
口
の
増
加
策
が
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
町
で

は
新
地
駅
前
区
画
整
理
事
業
、
常

磐
自
動
車
道
新
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
活
用
事
業
、
旧

駒
ヶ
嶺
小
学
校
跡
地
の
工
業
用
地

と
し
て
の
利
用
な
ど
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
働
く
場
所
を
確
保
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
、

町
営
住
宅
を
整
備
し
た
り
、
相
馬

中
核
工
業
団
地
な
ど
に
進
出
や
増

設
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
対
し
、

新
地
町
に
住
ん
で
も
ら
う
よ
う
に

依
頼
し
た
り
し
て
、
人
口
増
対
策

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

懇
談
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

駒
ヶ
嶺
会
場
で
は
、「
旧
バ
ス
停

に
看
板
を
立
て
、
運
転
中
の
携
帯

電
話
を
使
用
す
る
場
所
と
し
て
利

用
で
き
な
い
か
」、
新
地
地
区
で
は

地
区
別
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で

は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
、

説
明
し
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
今

後
の
税
収
の
見
通
し
、
職
員
定
数

の
見
直
し
、
そ
し
て
大
規
模
建
設

事
業
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
問
と
町
の
考
え
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

固
定
資
産
税
が
減
っ
て
い
く

こ
と
は
、
最
初
か
ら
分
か
っ

て
い
た
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

毎
年
減
額
に
な
る
と
い
う
計

算
に
基
づ
き
、
収
入
に
あ
っ

た
支
出
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
、
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

そ
ん
な
に
削
減
し
て
、
職
員

構
成
に
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

職
員
を
削
減
し
て
も
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
、
退
職
者
の
二
分
の
一
程

度
の
採
用
は
行
っ
て
い
く
。

目
標
は
、
は
ず
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
き
ち
ん
と
見
直
す
こ
と
が

必
要
。

普
通
建
設
事
業
費
に
は
、
福

田
小
学
校
の
建
設
、
新
地
駅

前
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、

新
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
土
地
を
活
用
し
た
工
業
用

地
造
成
が
含
ま
れ
て
い
る
。

国
県
の
補
助
を
利
用
し
て
、

コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。

テ
ー
マ
別
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

の

は
、
児
童
館

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
地
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
を
訪
問
し
た
後
、

役
場
四
階
の
展
望
室
で
懇
談
会
を

行
い
ま
し
た
。

を
少
な
く
す
る
こ
と
も
大
切
」「
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
で
も

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
」

「
新
地
に
住
む
と
こ
ろ
が
な
く
て
、

町
外
に
出
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

は
残
念
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

は
、
新

地
保
育
所
・
児
童
館
・
図
書
館
な
ど

を
訪
問
し
た
後
、
観
海
堂
の
い
ろ

り
ば
た
で
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、「
総
合
体
育
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
設
備
の
利
用
促
進
を

進
め
て
ほ
し
い
」「
保
育
所
の
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
定
員
を
増

や
し
て
待
機
入
所
者
の
解
消
を
図

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」「
あ
い
さ
つ

を
町
全
体
で
推
進
す
べ
き
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
し
ん
ち

ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
室
・
Ｊ

Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
・
新
地
北
工

業
団
地
な
ど
を
訪
問
し
た
後
、
役

場
１
０
１
会
議
室
で
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、「
企
業
か
ら
、
働
く

人
が
集
ま
り
に
く
い
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。
企
業
に
就
業
希
望
者
の

情
報
を
発
信
し
た
り
、
企
業
が
求

め
る
人
材
の
情
報
を
共
有
し
た
り

し
て
雇
用
者
確
保
の
対
策
を
行
っ

て
は
ど
う
か
」「
真
弓
清
水
は
新
地

町
の
名
所
な
の
で
、
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
新
地
で
捕

れ
た
魚
を
新
地
の
住
民
に
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

昨
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

と
同
様
に
、
今
年
度
も
自
ら
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
、
あ
る

い
は
ど
ん
な
分
野
で
、
ど
ん
な
形

で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
の

か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
意
見
と
し

て
数
多
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
対
す
る
要
望
ば
か
り
で
は

な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
自
ら
参
加
、

あ
る
い
は
町
民
参
加
の
方
法
を
示

唆
す
る
よ
う
な
内
容
の
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、総
合
計
画
の
後
期

基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

後
期
基
本
計
画
で
は
、
町
と
町
民

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
施
策

の
柱
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
頂
い
た

意
見
や
考
え
は
、
庁
内
会
議
な
ど

で
検
討
す
る
と
共
に
、
職
員
間
で

も
情
報
の
共
有
を
図
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

企
画
振
興
課
（

２
１
１
２
）

まちづくり懇談会で話し合われた内
容は、町ホームページに詳しく掲載し
てます。

地　区　名 参加人数

駒ヶ嶺地区 ３２人

新地地区 ３６人

福田地区 ７８人

テ ー マ 参加人数

福祉・健康 １２人

子育て・少子化 １３人

産業・環境 １１人

合　　　　計 １８２人

「
鹿
狼
山
に
新
し
い
コ
ー
ス
が
で
き

る
と
、
鈴
宇
峠
か
ら
鹿
狼
山
登
山

口
ま
で
帰
っ
て
く
る
。
そ
の
道
端

に
椿
を
植
え
て
、
椿
ロ
ー
ド
を
作

っ
て
は
ど
う
か
」
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
庁
内

会
議
な
ど
で
良
く
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

懇
談
で
は
、「
新
地
ホ
ー
ム
は
施

設
が
充
実
し
て
お
り
、
よ
い
環
境

で
あ
る
。
し
か
し
、
待
機
入
所
者

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。



町県民税申告と所得税申告の時期となりました。申告方法等については、１月下旬に各家庭に配付した「申告の
ご案内」をご覧ください。
各地区の指定日（下記受付日程表）に申告してください。なお、指定日に申告できない方のために夕方（午後５
時30分～７時）の申告も行っています。福田地区は２月16日、新地地区は２月23日と３月２日、駒ヶ嶺地区は３月
９日です。また、３月９日までの指定日に申告できなかった場合は３月11日～15日に申告してください。

税務課（ ２１１９）

日程表は、1月20日号と一緒に配付した「申告の案内」に掲載したのと同じものです。
【午前】午前９時～11時30分　【午後】午後１時～５時　【夕方】午後５時30分～７時
役場101･102会議室

２ １３

１４

１５

１６

１９

２０

２１

２２

２３

２６

２７

２８

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

３

東北税理士会相馬支部では、税理士による「税の無料相談」を行います。お気軽においでください。
２月23日 午前10時～午後３時
ショッピングタウン Ｖｅｇａ（ジャスコ相馬店）

税の相談、税務書類の作成、税務官署への代理、調査の立ち会いは、税理士でないとできません。
東北税理士会相馬支部（ ４１４９）

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
「
平
成
19
年
新
地
町

成
人
式
」
が
１
月
７
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
新
成
人
を
は
じ
め
、
来
賓
な
ど

約
１
８
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
は
、
１
１
３
人
（
男
52
人
、
女

61
人
）
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
当

日
は
華
や
か
な
着
物
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新

成
人
の
み
な
さ
ん
が
、
久
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人

と
思
い
出
話
を
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

式
で
は
、
新
成
人
の
先
崎
美
佳
さ
ん
（
藤
崎
）

が
司
会
を
務
め
、
は
じ
め
に
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

「
コ
ー
ル
し
お
さ
い
」
の
リ
ー
ド
に
よ
る
国
歌
斉

唱
、
新
地
町
の
歌
の
あ
と
、
加
藤
町
長
が
「
自

分
の
将
来
像
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
目
標
に
向

か
っ
て
地
道
な
努
力
を
重
ね
、
か
け
が
え
の
な
い

人
生
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
の
鈴
木
利
町
議

会
議
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
加
藤
町
長
が
新
成
人
代
表
の
荒
博

子
さ
ん
（
埓
浜
）
に
記
念
品
を
贈
り
、
前
田
正

友
希
さ
ん
（
岡
）
が
「
ど
ん
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て

も
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
自
分
を
信

じ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
３
人
の
新
成
人

が
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
し
て
、
二
十
歳
を
迎
え
た
喜

び
や
将
来
の
夢
、
両
親
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
語

り
ま
し
た
。
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ス
ト
リ
ー

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
「
サ
ン
キ
ュ
ー
手
塚
」
さ
ん
に

よ
る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
の
大
道
芸
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

（※）は都合により指定日に来ることができない方



福
島
県
警
察
で
は
防
犯
対
策
の

優
秀
な
住
宅
を
「
防
犯
対
策
推
進

の
家
」
と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

「
防
犯
対
策
推
進
の
家
」
と
し

て
推
奨
し
た
住
宅
に
は
「
防
犯
の

家
」
マ
ー
ク
と
防
犯
対
策
推
進
の

家
の
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
を
受
け
る
に
は
、「
防
犯
診

断
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
で
自
主

防
犯
診
断
を
行
い
、
11
項
目
以
上

チ
ェ
ッ
ク
で
き
れ
ば
合
格
で
す
。

合
格
基
準
に
達
し
て
い
た
ら
新
地

駐
在
所
、
役
場
町
民
課
に
あ
る
用

紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
警
察
官
が
お
宅
を
訪

問
し
て
確
認
し
ま
す
。

町
防
犯
協
会
福
田
支
部
で
は
、

さ
っ
そ
く
地
区
内
50
戸
に
自
主
防

犯
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
、

24
戸
が
「
防
犯
対
策
推
進
の
家
」

と
し
て
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
地
駐
在
所
（

３
１
０
３
）

・
町
民
課
（

２
１
１
６
）

・
契
約
先
の
情
報
（
会
社
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
連
絡
先
・
身

分
証
な
ど
）
を
確
認
す
る
。

・
無
料
進
呈
や
激
安
な
ど
、
う
ま

す
ぎ
る
儲
け
話
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
物
を
買
う
と
き
に
は
、
そ
れ
が

本
当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
、

商
品
の
必
要
性
を
冷
静
に
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
ら
な
い
よ

う
、
契
約
書
は
隅
々
ま
で
読
ん

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
結
構
で
す
」
等
の
返
事
は
相

手
が
「
Ｏ
Ｋ
」
と
受
け
取
る
場

合
が
あ
る
の
で
断
わ
る
と
き
は

は
っ
き
り
と
「
お
断
り
し
ま
す
」

と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
後
、
そ
の
場
で
金
額
を
払

う
と
後
に
解
約
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
金
銭
の

支
払
い
は
後
払
い
に
し
て
考
え

る
時
間
も
必
要
で
す
。

・
ど
の
販
売
員
も
悪
質
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
契
約
の

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
ト

ラ
ブ
ル
は
軽
減
し
ま
す
。

・
契
約
し
な
い
と
明
言
し
た
の
に

し
つ
こ
く
迫
っ
て
く
る
と
き
に

は
、
根
負
け
す
る
前
に
１
１
０

番
し
ま
し
ょ
う
。

・
迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

家
族
や
友
人
・
消
費
者
セ
ン
タ

ー
や
法
律
相
談
窓
口
等
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

・
購
入
予
定
の
商
品
の
「
価
格
や

送
料
」「
支
払
方
法
と
時
期
」

「
商
品
の
到
着
時
期
」「
返
品
や

交
換
の
可
否
」
な
ど
商
品
に
関

す
る
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
に
関
し
て
相
談
が
あ
る
場

合
に
は
、
町
民
課
ま
た
は
福
島
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

・
町
民
課
（

２
１
１
６
）

・
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
４
―
５
２
１
―
０
９
９
９

各種教室・クラブの作品や活動風景の写真
展示などが行われた「生涯学習フェスティバ
ル’０７」が１月27日、28日の2日間、農村環境
改善センターで開かれ、子どもからお年寄りま
で約２千人の来場者で賑わいました。
27日は、琴と押し花づくりの体験学習コーナ
ーや、「しんちいろはカルタ」を使ったカルタと
り、割り箸とゴムを使った手作りのてっぽうで
射的大会が行われました。また、手作り蒸しパ
ンが無料で振る舞われました。
28日は、各種教室・クラブ、自主サークルの
みなさんによる学習発表・アトラクションが行
われたほか、公民館教室で作成した小物作品の
販売も行われました。
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新地町商工会（後藤顯一会長）主催による「新年
賀詞交歓会」が１月12日、農村環境改善センターで、
町内事業所の代表者など約100人が出席して開催され
ました。
交歓会では、後藤会長のあいさつの後、地酒鹿狼
山の鏡割りが行われ、商工会斎藤監事の乾杯で懇談
会にはいりました。出席者たちは和やかな雰囲気の
中、新年のあいさつを交わし、今年一年の抱負を語
り合いました。

平
成
19
年
「
新
地
町
消
防
団
出
初
式
」
が
１

月
７
日
、
町
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
団
員
、

女
性
消
防
隊
員
ら
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、
今

年
一
年
の
火
の
守
り
を
誓
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
阿
部
消
防
団
長
、
加
藤
町
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
40
年
間
無
火
災
の
新
町
地
区
、

20
年
間
無
火
災
の
鉄
炮
町
地
区
と
高
田
地
区
、

10
年
間
無
火
災
の
岡
地
区
と
藤
崎
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
無
火
災
地
区
表
彰
を
し
た
ほ
か
、
永
年
勤

続
団
員
、
優
良
団
員
、
消
防
団
車
庫
・
機
械
器

具
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
な
ど
の
各
種
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
一
年
間
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
い
、
相

馬
地
区
と
合
同
の
「
交
通
安
全
祈
願
祭
」
が
１

月
９
日
、
子
眉
嶺
神
社
で
行
わ
れ
、
相
馬
・
新

地
地
区
の
交
通
団
体
関
係
者
ら
約
40
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

祈
願
祭
の
中
で
、
相
馬
警
察
署
長
か
ら
昨
年

の
相
馬
警
察
所
管
内
の
交
通
死
亡
事
故
が
減
少

し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
関
係
者
ら
は
、
更
な

る
交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み
を
誓
い
、
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
祈
願
し
ま
し
た
。

元
旦
恒
例
「
元
旦
鹿
狼
山
登
山
」
と
「
釣
師
の
浜
か
ら
初
日
の
出
を
見
る
会
」

が
１
月
１
日
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
元
旦
鹿
狼
山
登
山
に
は
、
朝
早
く
か
ら
１，

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
７
時
前
に
初
日
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
、「
鹿
狼
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
倶
楽
部
（
代

表
　
仁
科
靜
夫
さ
ん
）」
の
演
奏
が
響
き
わ
た
り
、
参
加
者
た
ち
は
万
歳
を
し
て
新

年
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
狼
山
の
ふ
も
と
で
は
、
特
産
品
振
興
協
議
会
に
よ

る
特
産
品
の
販
売
の
ほ
か
、
商
工
会
の
青
年
部
か
ら
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
釣
師
の
浜
か
ら
初
日
の
出
を
見
る
会
」
で
は
、
初
日
の
出
と
と
も
に
参
加
者

全
員
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
浜
辺
に
設
け
た
鳥
居
の
前
で
手
を

合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
初
日
に
願
い
ま
し
た
。
ま
た
、
豚
汁
が
無
料
で
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
は
冷
え
た
体
を
暖
め
て
い
ま
し
た
。
釣
師
の
浜
を
き
れ
い
に
す
る

会
で
は
、
き
れ
い
な
釣
師
浜
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
、
年
間
を
通
し
て
清
掃
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今年一年間の海難事故ゼロを願い「県水難救済会新
地救難所出初式」が１月13日、相馬双葉漁業協同組
合新地支所で行われ、救難所員や関係者など約50人が
参加しました。
出初式では、定年退所者の小野正利さん（釣師）、

20年勤続の菅野元晴さん（今泉）と東守彦さん（大戸
浜）にそれぞれ感謝状が贈られました。
救難所は、地元の漁協組合員で構成しており、海難
事故などの際に出動し救助活動を行います。

文化財を火災から守るための防火訓練が１月21日、下
真弓の薬師堂で消防新地分署員、町消防団員、地区住
民ら約70人が参加して行われました。
防火訓練では、分署員、団員が連携して放水訓練や、
地区住民らによる初期消火訓練のほか、分署員からの火
災予防の心構えの話などが行われました。
文化財防火訓練は、１月26日の文化財防火デーに伴
い、町内各地に残る貴重な文化財を火災から守るために
毎年行われています。



だ
け
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
車

を
意
識
せ
ず
い
き
な
り
飛
び
出

す
・
・
と
い
う
こ
と
も
。

「
右
を
見
て
！
左
を
見
て
！
」

と
指
導
し
て
も
、
た
だ
顔
を
向
け

る
だ
け
で
何
も
見
て
い
な
い
子
も

い
ま
す
。
何
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
を
具
体
的
に
教
え
る
こ

と
が
大
切
な
よ
う
で
す
。

ま
た
、
道
路
を
横
断
し
よ
う
と

と
す
る
と
き
に
も
う
一
つ
大
切
な

の
は
、「
車
を
運
転
す
る
人
と
の
ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
」
で
す
。
道
路
を

渡
る
人
の
目
と
車
を
運
転
す
る
人

と
の
目
が
合
っ
て
、
お
互
い
に
気

国
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
内

臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
予
防
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
ウ
エ
ス
ト
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
で
健

康
ア
ッ
プ
！
」
で
す
。
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
カ
ギ

は
「
運
動
・
食
生
活
・
健
診
」。
今

回
は
健
診
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

健
診
と
は
、
現
在
の
身
体
の
状

態
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
生
活
習

慣
病
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
に
進
行
し
、
発
病

し
た
時
に
よ
う
や
く
そ
の
深
刻
さ

に
気
づ
く
と
い
う
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
健
診
を

定
期
的
に
受
け
て
い
れ
ば
、
自
覚

症
状
が
現
れ
る
前
に
、
早
期
に
異

常
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
診
は
、
健
康
づ
く
り
の
指
標
と

な
る
重
要
な
検
査
な
の
で
す
。

町
で
は
、
毎
年
４
月
に
住
民
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
受

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

風
に
揺
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
を
見
て

「
あ
っ
！
透
明
人
間
が
乗
っ
て

る
！
」

道
路
の
渡
り
方
で
気
を
つ
け
た

い
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
左
右

の
確
認
」
で
す
。
子
ど
も
は
ひ
と

つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と
、
周

り
の
も
の
が
目
に
入
り
に
く
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
道

路
の
反
対
側
に
い
る
友
達
を
見
つ

け
た
時
な
ど
、
道
路
を
渡
る
こ
と

２
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

２
日

各
保
育
所

20
日

各
保
育
所

21
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所
　

22
日

福
田
保
育
所

28
日

新
地
保
育
所

生きている我われ、殺さ
れた人たち、老いゆく者、
そして子どもたちの内部に
うごめく生命への叫び。日
野原重明、森繁久弥、永
六輔、加藤登紀子、吉永
小百合など、多彩な執筆
人による『機』誌連載を単
行本化。

『いのちの叫び』 日野原　重明　ほか

ある日、ハルのところ
にカミナリのゴロリとピ
カリがやってきた。へそ
まつりに誘われて雲の上
のカミナリさまの村に行
ってみると、子どものお
へそを雲にうめて生やし
た「へその実」があって
…。独特な筆致の質感が
魅力的な絵本。

『ハルとカミナリ』 ちば みなこ

『天地人（上・下）』 火坂　雅志
『ズッコケ中年三人組ａｇｅ41』 那須　正幹
『硫黄島戦記』 川相　昌一
『金田一です。』 石坂　浩二
『ちょっとまった！青島だァ』 青島　幸男

ほか

『アモス・ダラゴン９』 ブリアン・ペロー
『もったいないばあさん』 真珠　まりこ
『どこどこ？セブン８』
『まんがまるごと小倉百人一首』
『ポケットモンスター
『ダイヤモンド＆パール アニメ大じてん①』

ほか
け
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年

受
け
な
か
っ
た
方
は
、
今
年
は
ぜ

ひ
と
も
健
診
を
受
け
生
活
習
慣
改

善
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対

策
に
不
可
欠

・
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ

な
が
る

・
ど
ん
な
病
気
で
も
、
早
期
に
発

見
す
れ
ば
治
る
確
率
も
高
く
な

る
・
仕
事
や
生
活
習
慣
が
健
康
に
与

え
て
い
る
影
響
が
わ
か
る

・
毎
年
の
検
査
結
果
の
変
化
か
ら

今
の
生
活
を
続
け
る
と
ど
う
な

る
か
が
予
測
で
き
る

・
生
活
改
善
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

・
異
常
値
な
ど
か
ら
、
自
分
の
生

活
の
ど
こ
に
偏
り
が
あ
る
の
か
、

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
か
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
る

・
す
こ
や
か
な
老
後
が
送
れ
る

・
若
い
年
齢
の
う
ち
か
ら
の
定
期

的
な
受
診
は
、
健
や
か
な
老
後

の
前
提
と
な
る

毎
年
の
健
診
結
果
を
き
ち
ん
と

確
認
し
、
悪
い
生
活
習
慣
は
改
め

て
今
後
の
健
康
管
理
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

図書館ボランティア「スイミー」
のみなさんによる、絵本の読み聞か
せや工作などを行います。
内容は、幼児から小学校低・中学
年向きです。

お
ま
わ
り
さ
ん
に
憧
れ
の
パ
ト

カ
ー
を
見
せ
て
も
ら
い
、「
か
っ
こ

い
い
！
」「
す
ご
い
ね
！
」
と
大
喜

び
の
子
ど
も
た
ち
♪

保
育
所
で
は
年
２
回
、
交
通
安

全
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
ま

わ
り
さ
ん
や
交
通
指
導
員
の
方
か

ら
交
通
ル
ー
ル
の
約
束
を
教
え
て

も
ら
い
、
実
際
に
道
路
の
歩
き
方

や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
練
習
し

て
い
ま
す
。

どこまでも勝ちにこだわ
る心…勝心。第68代横
綱・朝青龍の強さの源が
ここにある。16歳で全財産
２万円、モンゴルからやっ
てきた少年が夢をつかみ、
まだまだ前へ前へ！と進む
気持ちを語った直言集。

『一番、一番！真剣勝負』 朝青龍　明徳

『地球大進化 ４６億年・人類への旅』
『未成年者とアルコール～成長期の脳への影響～』

ほか

『夕風ブレンド』 スキマスイッチ
『輝けるディーヴァ～ベスト・オブ・サラ・ブライトマ
ン～』 サラ・ブライトマン

自分を信じて前に進ん
でください。小中学校と
卑劣ないじめを繰り返さ
れ、成績はオール１の落
ちこぼれ。家庭内暴力と
貧困に苦しみ、死ぬこと
も考えた。絶望の淵から
はい上がった「奇跡の教
師」が伝える生きる力。

『未来のきみが待つ場所へ』 宮本　延春
を
つ
け
る
こ
と
で
、
事
故
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
子
ど
も
た

ち
に
、
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を

し
っ
か
り
と
教
え
、
約
束
を
守
っ

て
安
全
に
道
路
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。



町
で
は
、
業
務
増
加
に
伴
い
、

登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
保
育
士
・

臨
時
調
理
員
・
補
助
員
を
雇
用
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り
登
録
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方
。（
平
成
19
年
３
月
末

日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

を
含
む
）

資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。

調
理
師
の
資
格

を
有
す
る
方
。（
平
成
19
年
３
月
末

日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

を
含
む
）

資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
末
日

６
ヵ
月
以
内
（
た
だ

し
、
こ
の
期
間
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）保

育
所
職
員
に
同
じ

各
保
育
所

１
日
当
た
り
町
規
定
の
金

額
書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
勤

務
日
・
場
所
は
後
日
相
談
し
ま
す
。

２
月
５
日

〜
３
月
９
日

①
申
込
用
紙
の
請
求
・
提
出
は
役

場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
臨
時
保
育

士
等
登
録
申
込
用
紙
請
求
」、

「
臨
時
調
理
員
等
登
録
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
90
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
名
明
記
の
定
形

返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

③
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
（

２
１
１
１
）

町
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
指
導
員
・
補
助
員
を
雇
用
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
登
録
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
又
は
学
校
教
員
の
資
格
を
有
す

る
方
。

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
末
日

６
ヵ
月
以
内
（
た
だ

し
、
こ
の
期
間
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

【
平
日
】

午
後
１
時
〜
６
時

【
土
曜
日
・
学
校
休
校
日
】

午
前
８
時
〜
午
後
１
時

午
後
１
時
〜
午
後
６
時

各
児
童
ク
ラ
ブ

１
時
間
当
た
り
町
規
定
の

金
額書

類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
勤

務
日
・
場
所
は
後
日
相
談
し
ま
す
。

２
月
５
日

〜
３
月

９
日

①
申
込
用
紙
の
請
求
・
提
出
は
役

場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
等
登
録
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
90
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
名
明
記
の
定
形
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

総
務
課
（

２
１
１
１
）

水稲作付け面積が、２ha未満の方で販売用の野菜を作
付けしていない方が適用される｢農業所得簡易計算｣の平
成18年分所得率及び家事消費等の基準金額は下記のとお
りです。地場産市場や地元商店に出荷している方は、す
べて収支計算になりますのでご注意願います。

・水稲所得率 23％
・販売がない方の60㌔当たりの米単価 14,212円
・自家用畑の10ｱー ﾙ当たり収入金額 107,364円

（例）総収入金額が100万円の場合：100万円×23％＝23万円
※総収入金額とは、販売金額・事業消費額・家事消費
額・水稲共済金・とも補償金などです｡

①販売金額には、農業協同組合や市場・出荷組合及び庭
先での販売金額で、くず米・加工米も含まれます。出
荷伝票や取引明細書をご持参ください。
②事業消費額とは、小作料を米で支払った場合や種籾と
して使用した場合などをいいます｡
③家事消費額は、農産物を自宅で消費したり親戚などに
贈答した場合で、販売価格により計算します｡
※平成19年分からは、農業所得簡易計算は廃止され全て
収支計算となります。

町税務課（ ２１１９）

◎場所は保健センター

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
年

分
・
半
年
分(

４
月
〜
９
月
、
10
月

〜
翌
年
３
月)

を
前
も
っ
て
納
め
る

と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
お
得
な

制
度(

前
納)

が
あ
り
、
さ
ら
に
口
座

振
替
で
前
納
す
る
と
割
引
額
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
口
座
振
替
前
納

の
申
込
み
は
、
金
融
機
関
で
は
２

月
末
日
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は

３
月
上
旬
締
め
切
り
で
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
３
月
中
旬
以
降
の
申
込
み
は
、

登
録
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

名
取
ト
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
名
取
友
雄
さ
ん(

新
地
町)

よ
り

目
黒
伸
雄
さ
ん
（
杉
目
）
よ

り
／
清
野
元
子
さ
ん
（
新
地
町
）

よ
り特

養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
27
回
54

人
／
新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１

回
２
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３

人
／
新
地
高
校
２
回
17
人
／
専
門

学
生
（
個
人
）
／
片
平
昭
六
さ
ん

（
新
地
町
）
／
三
雲
保
さ
ん
（
城

内
）
／
仁
科
靜
夫
さ
ん
（
小

川
）
／
目
黒
義
徳
さ
ん
（
山
元
町
）

社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
（

２
９
３
２
）

・活動時間は午前10時からです。
・月～土（午前１０時～１２時）は「なかよし
ひろば」として児童館を開放していますの
でご利用ください。

期　日 内　容 場　所
２月14日 おやつづくり 保健センター
12月28日 自主活動 児童館
３月14日 閉講式・人形劇 児童館

町では、新地町出身で株式会社東京証券取引所最高情報責任者
の鈴木義伯氏を招いて「ソフトウェアの威力」と題し、講演会を
行います。みなさん、お誘い合わせのうえ、ご参加ください。

２月19日 午後１時15分開演（１時間程度）
尚英中学校　体育館

教育委員会（ ４４７７）

町
で
は
、
森
林
環
境
学
習
事
業

の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

「
シ
イ
タ
ケ
菌
打
ち
体
験
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日

午
前
10
時
〜
12
時

町
内
（
役
場
に
集
合
し
、

移
動
し
ま
す
）

シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
（
菌

打
ち
し
た
ほ
だ
木
の
一
部
を
持
ち

帰
れ
ま
す
）

無
料

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

２
月
23
日

農
林
水
産
課
（

２
１
９
４
）

ＪＲ新地駅は、昭和61年に無人化された
ため、新地町とＪＲ東日本との間で簡易委
託発売契約により、乗車券類の販売を行っ
ています。
販売収入が減ると簡易委託販売もできな
くなる恐れもあります。
お出かけやお買い物の際には、できるだ
け帰りの乗車券も新地駅でお買い求めいた
だきますようお願いします。
定期乗車券、特急乗車券の販売も行って
います。時間に余裕をもってご購入くださ
い。

企画振興課（ ２１１２）



１月15日に行われた３歳児健診で、虫歯
０（ゼロ）の子供は20人中13人でした。

・エネルギー 568ｷﾛｶﾛﾘー ・カルシウム 163mg
・蛋 白 質 25.0ｇ ・塩分 3.23ｇ

・米･･･６合 ・黒豆･･･１合
・梅干し･･･４個
・昆布（５cm×５cm）･･･２枚
①米は炊く30分前に洗い、ざるに上げ
ておく。
②フライパンで黒豆に少々焦げ目がつ
くまで炒める。
③炊飯器に①、②、梅干し、昆布を入
れて炊く。
④炊きあがったら、梅干しの種をとり
混ぜる。

・生鮭･･･１切
・カレー粉･･･大さじ1/2
・小麦粉･･･大さじ１
・塩、油･･･少々
・ミニトマト･･･１個（付け合わせ）
①生鮭を一口大に切り、塩を少々ふ
り、一晩おく。
②水分をふき、カレー粉と小麦粉を合
わせたものをまぶす。
③フライパンに油を少々入れ、カレー
粉付きの鮭を焦がさないように焼く。

・ほうれん草･･･１束・油揚げ･･･1/2枚
・しらす干し･･･10ｇ
・Ａ（だし汁、醤油･･･大さじ１

みりん･･･少々）
①ほうれん草は色よくゆでる。
②油揚げは、油なしのフライパンで両
面をこんがり焼き、縦半分に細切り
にする。しらす干しは熱湯をかけて
塩抜きする。
③①と②を混ぜ合わせてＡを合わせて
和える。

・さつまいも･･･30ｇ
・生クリーム･･･大さじ１　
・牛乳･･･大さじ１
・砂糖･･･小さじ1／2
・塩、レーズン･･･少々
①さつまいもをきれいに洗い、皮付き
で小角切りにしてやわらかくゆでる。
②鍋に①と牛乳、生クリーム、砂糖、
塩少々を入れ、汁気がなくなるまで
煮て味をからめる。レーズンをきざ
んで入れる。

・ひじき（戻したもの）･･･110g
・ミックスベジタブル･･･大さじ６
・サラダ油･･･少々
・Ａ（だし汁･･･1/3ｶｯﾌﾟ、醤油･･･小さじ１、
砂糖･･･小さじ1半）

・七味唐辛子･･･少々
①鍋に油をなじませ、ひじきとミック
スベジタブルを炒める。
②①にＡを加え、焦がさないように弱
火で炒りながら煮る。
※味が足りない時には、七味唐辛子を少々加える。

ご飯ができあがるまでに、全部お
かずができあがります。

主食（黒豆ごはん）、主菜（鮭の
カレー粉焼き）、副菜（サツマイモ
牛乳煮・ほうれん草和え物・ひじ
き炒り煮）のそろった栄養バランス
のとれたお弁当です。日頃偏った食
事をしている方、体脂肪の気になる
方におすすめのお弁当です。

◆

暦
で
は
、
小
寒
が
過
ぎ
て
大
寒

に
入
り
、
も
う
す
ぐ
立
春
が
く
る

と
い
う
の
に
全
然
雪
が
降
ら
な
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
冬

道
に
雪
も
な
く
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の

箇
所
も
少
な
く
て
助
か
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
春
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
と
、
農
作
業
に
大

き
な
支
障
が
で
る
の
で
は
と
心
配

さ
れ
ま
す
。

今
、
地
球
の
温
暖
化
が
進
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
現
に
異
常

気
象
や
そ
れ
に
起
因
す
る
自
然
災

害
が
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
国
内
で
も
、
こ
の
暖
冬
で
野

生
動
物
が
冬
眠
で
き
な
い
で
い
る

姿
が
テ
レ
ビ
で
映
さ
れ
ま
し
た
。

確
実
に
生
態
系
が
崩
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
時
、
今
こ
そ

資
源
浪
費
型
の
生
活
様
式
を
改
め
、

本
気
で
地
球
温
暖
化
を
止
め
て
い

か
な
け
れ
ば
、
次
の
世
代
へ
大
き

な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

京
都
議
定
書
の
生
み
の
地
で
あ
る

日
本
が
果
た
し
て
い
く
役
割
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

有
限
会
社
相
馬
ブ
レ
ー

ド
の
主
要
事
業
は
、
航
空

エ
ン
ジ
ン
部
品
の
加
工
研

磨
で
す
。
創
業
は
平
成
２

年
で
、
平
成
12
年
に
埓
浜

地
区
に
移
転
し
ま
し
た
が
、

主
要
取
引
先
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ

（
石
川
島
精
密
鋳
造
株
式

会
社
）
が
、
田
無
工
場
や

瑞
穂
工
場
を
相
馬
中
核
工

業
団
地
に
移
転
し
た
こ
と

に
伴
い
、
大
幅
に
受
注
が

増
加
。
従
業
員
の
雇
用
拡

大
、
生
産
ラ
イ
ン
の
拡
充
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
た
時
に
、
浜
保
育
所
跡
地

の
話
が
あ
り
、
敷
地
の
広
さ
、
建
物
の

利
用
、
交
通
な
ど
の
面
か
ら
最
適
地
で

あ
っ
た
た
め
、
建
物
と
土
地
を
購
入
し

ま
し
た
。
そ
し
て
先
月
17
日
に
、
釣
師

地
区
に
待
望
の
新
工
場
が
完
成
し
、
快

適
な
職
場
環
境
が
実
現
し
ま
し
た
。

埓
浜
地
区
で
操
業
を
始
め
た
頃
に
は

10
人
足
ら
ず
だ
っ
た
従
業
員
は
、
現
在

45
人
。
地
元
の
人
を
優
先
し
て
採
用
し

て
き
て
お
り
、
全
社
員
で
新
工
場
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
社
是
は
「
地
域
に

根
ざ
し
た
企
業
と
し
て
、
地
元
住
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
発
展
し
続
け
る
企
業
」

だ
そ
う
で
す
。

新地町谷地小屋字北畑62-2
３百万円
45人
航空部品の加工研磨

新工場での操業を開始した
今年は、相馬ブレードにとって
記念すべき年です。 今後も、
新地に住んでいる人たちが、こ
の会社で働いてみたいと思って
いただけるような会社にしてい
きたいと思っています。



再生紙使用

◆今年の冬はとにかく暖かい。雪が降ると凍結などにより車の運転など困るこ
ともありますが、降らないとなんだか「冬」を感じられず少し淋しいです（貴）
◆初詣で「健康に一年が過ごせますように」とお祈りしていた矢先、風邪を引
いてしまい大変つらい思いをしました。お祈りするだけじゃなくて、自己管理
もしっかりしなくてはダメですね。 （健）

（平成１８年１２月２１日～平成１９年１月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

涼
りょう

太
た

菅野　浩一・　愛□ 小　川
心
ここ

花
な

佐藤　善宏・由美子 今　神
珠
しゅ

里
り

菅野　真功・貴　子 菅　谷
百
も

萌
も

渡部　広和・絵　美 菅　谷
遥
はる

太
た

阿部　崇宏・幸　子 駒ヶ嶺町
陽
はる

香
か

森　　幸英・美　貴 新地町
大
だい

介
すけ

佐藤　武伸・真　弓 今　神

（死亡者）（年齢） （地区）
金澤　　進 70歳 杉　目
宍戸ナツヨ 83歳 大戸浜
名取　トヨ 89歳 小　川
金子　　治84歳 小　川
大堀　勝男58歳 岡あ
星　　只雄80歳 藤　崎

（死亡者）（年齢）（地区）
岩崎　キミ 92歳 小　川
水品　寛子81歳 釣　師
荒　　　實83歳 作　田
佐々木　弘73歳 小　川
菊地十四男81歳 岡あ
野地　　定91歳 鉄炮町

町体育協会主催の町民柔道大会、剣道大会
が１月14日、町柔剣道場、勤労青少年ホームで
それぞれ行われました。
柔道大会では、子どもから大人まで約30人が
参加し、年代別に分かれて試合が行われまし
た。小学生は、１月４日から12日までの５日
間、午後７時か８時半まで寒稽古を行いまし
た。
この日は寒稽古の納会も行われ、大会終了

後、鏡開きをし、保護者の用意した豚汁で体を
暖めました。
剣道大会では、町内の小学生が低学年と高
学年に分かれてリーグ戦を行ったほか、中学生
がリーグ戦とトーナメント戦で寒稽古の成果を
競いました。寒稽古は、12月23日から27日ま
で、午前６時から７時まで行いました。
大会終了後は、もちつき会が行われ、雑煮や
あんこ餅を食べながら一年間の精進を誓いまし
た。

先月号７ページの12月議会定例会の記
事中、一般会計補正予算の追加額は５，５６９万１千
円の誤りでした。お詫びして訂正いたします。


